
と
が
義
務
に
な
る
」
と
説

と
が
義
務
に
な
る
」
と
説
明

し
、「
こ
れ
ら
へ
の
対
応
に

し
、「
こ
れ
ら
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
労
使
で
十
分
時

い
て
は
、
労
使
で
十
分
時
間

を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
が

を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
な
の
で
、
早
め
の
着
手

要
な
の
で
、
早
め
の
着
手
を

検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
た

か
け
た
。

こ
の
後
、
労
働
基
準
監

　
こ
の
後
、
労
働
基
準
監
督

官
の
宮
本
健
広
氏
が
講
師

官
の
宮
本
健
広
氏
が
講
師
を

務
め
、『
無
事
故
の
歳
末

務
め
、『
無
事
故
の
歳
末
　
明

る
い
正
月
』
を
ス
ロ
ー
ガ

る
い
正
月
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
展
開
さ
れ
て
い
る
建
設

に
展
開
さ
れ
て
い
る
建
設
業

年
末
年
始
労
働
災
害
防
止

年
末
年
始
労
働
災
害
防
止
強

調
期
間
の
実
施
要
領
に
盛

調
期
間
の
実
施
要
領
に
盛
り

込
ま
れ
た
取
り
組
み
を

込
ま
れ
た
取
り
組
み
を
周

知
。
建
設
業
に
よ
る
労
働

知
。
建
設
業
に
よ
る
労
働
災

害
の
中
で
も
発
生
割
合
が

害
の
中
で
も
発
生
割
合
が
高

い
「
墜
落
・
転
落
災
害
」

い
「
墜
落
・
転
落
災
害
」
へ

の
注
意
喚
起
を
促
す
な
ど

の
注
意
喚
起
を
促
す
な
ど
し

た
。
引
き
続
き
、
本
年
度

た
。
引
き
続
き
、
本
年
度
の

「
労
働
者
死
傷
病
報
告
に

「
労
働
者
死
傷
病
報
告
に
よ

る
労
働
災
害
状
況
に
基
づ

る
労
働
災
害
状
況
に
基
づ
く

対
策
実
施
事
項
」
に
つ
い
て

対
策
実
施
事
項
」
に
つ
い
て
、

説
明
資
料
を
基
に
講
演
も

説
明
資
料
を
基
に
講
演
も
行

っ
た
っ
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
Ｃ

　
今
回
の
研
修
会
は
、
Ｃ
Ｐ

Ｄ
Ｓ
（
継
続
学
習
制
度
）

Ｄ
Ｓ
（
継
続
学
習
制
度
）
認

定
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加

定
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者

は
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
な

は
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
な
ど

し
て
聴
講
し
て
い
た

し
て
聴
講
し
て
い
た
。

十
分
な
準
備
や
検
討
が
な

十
分
な
準
備
や
検
討
が
な
さ

れ
な
い
ま
ま
作
業
を
行
う

れ
な
い
ま
ま
作
業
を
行
う
こ

と
も
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に

と
も
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
路

面
の
凍
結
な
ど
の
低
温
環

面
の
凍
結
な
ど
の
低
温
環
境

と
い
っ
た
自
然
要
因
も
加

と
い
っ
た
自
然
要
因
も
加
わ

り
、
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま

り
、
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
る

時
期
で
も
あ
る
」
と
労
働

時
期
で
も
あ
る
」
と
労
働
災

害
防
止
の
た
め
の
取
り
組

害
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み

の
強
化
を
求
め
た

の
強
化
を
求
め
た
。

ま
た
、
今
後
の
法
改
正

　
ま
た
、
今
後
の
法
改
正
に

つ
い
て
「
来
年
の

つ
い
て
「
来
年
の
４
月
か
月
か
ら

ま
ず
、
時
間
外
労
働
が

ま
ず
、
時
間
外
労
働
が
月
　6060

時
間
を
超
え
る
部
分
に
つ

時
間
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
中
小
事
業
者
に

て
は
、
中
小
事
業
者
に
も
　5050

％
以
上
の
割
増
賃
金
率
が

％
以
上
の
割
増
賃
金
率
が
適

用
さ
れ
る
。
二
つ
目
、
自

用
さ
れ
る
。
二
つ
目
、
自
立

的
な
管
理
を
基
軸
と
す
る

的
な
管
理
を
基
軸
と
す
る
新

た
な
化
学
物
質
の
管
理
制

た
な
化
学
物
質
の
管
理
制
度

が
導
入
さ
れ
る
。
三
つ
目

が
導
入
さ
れ
る
。
三
つ
目
、

作
業
の
一
部
を
請
け
負
わ

作
業
の
一
部
を
請
け
負
わ
せ

る
一
人
親
方
等
や
同
じ
作

る
一
人
親
方
等
や
同
じ
作
業

場
所
に
い
る
労
働
者
以
外

場
所
に
い
る
労
働
者
以
外
の

人
（
資
材
搬
入
業
者
等
）

人
（
資
材
搬
入
業
者
等
）
も

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

健
康
障
害
防
止
の
保
護
対

健
康
障
害
防
止
の
保
護
対
象

と
な
る
。
さ
ら

と
な
る
。
さ
ら
に
　
月
か
ら

月
か
ら

1010

は
、
建
築
物
及
び
船
舶
の

は
、
建
築
物
及
び
船
舶
の
工

事
開
始
前
の
石
綿
の
有
無

事
開
始
前
の
石
綿
の
有
無
の

事
前
調
査
は
、
一
定
の
要

事
前
調
査
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
者
に
行
わ
せ
る

を
満
た
す
者
に
行
わ
せ
る
こ

さ
つ
に
立
っ
た
呉
労
働
基

さ
つ
に
立
っ
た
呉
労
働
基
準

監
督
署
の
堀
江
昭
爾
署
長

監
督
署
の
堀
江
昭
爾
署
長
は

同
署
管
内
の
建
設
業
の
労

同
署
管
内
の
建
設
業
の
労
働

災
害
発
生
状
況
を
示
し
た

災
害
発
生
状
況
を
示
し
た
上

で
「
こ
れ
か
ら
迎
え
る
年

で
「
こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末

年
始
は
、
慌
た
だ
し
い
状

年
始
は
、
慌
た
だ
し
い
状
況

下
で
の
作
業
や
通
常
作
業

下
で
の
作
業
や
通
常
作
業
に

加
え
、
設
備
な
ど
の
清
掃

加
え
、
設
備
な
ど
の
清
掃
・

点
検
・
修
理
と
い
っ
た
い

点
検
・
修
理
と
い
っ
た
い
つ

も
と
違
っ
た
非
定
常
作
業

も
と
違
っ
た
非
定
常
作
業
が

多
く
な
り
、
近
道
行
動
な

多
く
な
り
、
近
道
行
動
な
ど

の
横
着
・
焦
り
・
無
理
・

の
横
着
・
焦
り
・
無
理
・
油

断
行
動
が
起
こ
り
が
ち
だ

断
行
動
が
起
こ
り
が
ち
だ
。

労
働
基
準
監
督
署
を
招
き

労
働
基
準
監
督
署
を
招
き
、

呉
市
中
央
の
呉
阪
急
ホ
テ

呉
市
中
央
の
呉
阪
急
ホ
テ
ル

で
「
建
設
業
年
末
年
始
労

で
「
建
設
業
年
末
年
始
労
働

災
害
防
止
強
調
期
間

災
害
防
止
強
調
期
間
（
　
月
1212

１
日
～
来
年

日
～
来
年
１
月
　
日
）
実

日
）
実

1515

施
研
修
会
」
を
開
い
た
。
工

施
研
修
会
」
を
開
い
た
。
工
事

が
集
中
す
る
年
末
年
始
に

が
集
中
す
る
年
末
年
始
に
向

け
、
同
期
間
中
に
お
け
る

け
、
同
期
間
中
に
お
け
る
重

点
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

点
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

周
知
徹
底
を
図
っ
た

周
知
徹
底
を
図
っ
た
。

研
修
会
に
は
会
員
企
業

　
研
修
会
に
は
会
員
企
業
の

代
表
や
安
全
担
当
者

代
表
や
安
全
担
当
者
ら
　
人
4040

余
り
が
参
加
。
冒
頭
、
あ

余
り
が
参
加
。
冒
頭
、
あ
い

建
設
業
労
働
災
害
防
止

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
広
島
県
支
部
呉
分
会
（

会
広
島
県
支
部
呉
分
会
（
濱

井
雅
彦
分
会
長
）
は

井
雅
彦
分
会
長
）
は
６
日
、
日
、
呉

あ
い
さ
つ
す
る
堀
江
署
長

研修会のもよう

る
。主

な
参
加
資
格
は
、
文

　
主
な
参
加
資
格
は
、
文
部

科
学
省
の
競
争
参
加
資

科
学
省
の
競
争
参
加
資
格

で
、
設
計
・
コ
ン
サ
ル
テ

で
、
設
計
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
の
う
ち
「
そ
の

ン
グ
業
務
の
う
ち
「
そ
の
他

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
」

の
認
定
を
受
け
て
い
る
一

の
認
定
を
受
け
て
い
る
一
級

建
築
士
事
務
所
で
あ
る
こ

建
築
士
事
務
所
で
あ
る
こ
と

―
な
ど

―
な
ど
。

業
務
内
容
は
、
東
広
島

　
業
務
内
容
は
、
東
広
島
キ

ャ
ン
パ
ス
南
大
橋
（
コ
ン

ャ
ン
パ
ス
南
大
橋
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
道
路
橋
）
の
耐

リ
ー
ト
製
道
路
橋
）
の
耐
震

構
成
の
設
計
Ｊ
Ｖ
を
対
象

構
成
の
設
計
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に

参
加
表
明
書

参
加
表
明
書
を
　
月
　
日
ま
日
ま

1212

1515

で
受
け
付
け
る
。
資
格
審

で
受
け
付
け
る
。
資
格
審
査

通
過
者
に
は
来
年

通
過
者
に
は
来
年
１
月
　
日
1616

ま
で
技
術
提
案
を
求
め
、

ま
で
技
術
提
案
を
求
め
、
提

案
の
的
確
性
・
実
現
性
な

案
の
的
確
性
・
実
現
性
な
ど

評
価
基
準
を
も
と
に
採

評
価
基
準
を
も
と
に
採
点

し
、
最
優
秀
提
案
を
特
定

し
、
最
優
秀
提
案
を
特
定
す

広
島
大
学
は

　
広
島
大
学
は
５
日
、
簡

日
、
簡
易

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
拡
大
）
で
「
広
島
大
学
（

（
拡
大
）
で
「
広
島
大
学
（
東

広
島
）
基
幹
・
環
境
整
備
（

広
島
）
基
幹
・
環
境
整
備
（
橋

梁
耐
震
改
修
）
設
計
業
務

梁
耐
震
改
修
）
設
計
業
務
」

の
設
計
者
選
定
の
手
続
き

の
設
計
者
選
定
の
手
続
き
を

開
始
し
た

開
始
し
た
。

単
体
ま
た
は

　
単
体
ま
た
は
２
者
以
上

者
以
上
で

参
加
表
明
㮇
日
ま
で

15

広島大
プロポ

（
東
広
島
）橋
梁
耐
震
改
修
設
計

業
務
箇
所
＝
浜
田
市
旭

　
業
務
箇
所
＝
浜
田
市
旭
町

都
川
～
市

都
川
～
市
木

業
務
内
容
＝
浜
田
自
動

　
業
務
内
容
＝
浜
田
自
動
車

る
。担

当
部
署
は
、
総
務
企

　
担
当
部
署
は
、
総
務
企
画

部
経
理
課
（
電
話

部
経
理
課
（
電
話
０
８
２

０
８
２
―

８
３
１

８
３
１
―
４
４
４
１

４
４
４
１
）
。

各
業
務
の
要
求
資
格
な

　
各
業
務
の
要
求
資
格
な
ど

は
次
の
通
り
（
開
札
日

は
次
の
通
り
（
開
札
日
の

順
）
順
）
。

「
令

　
「
令
和
4
年
度
浜
田
自

年
度
浜
田
自
動

車
道
瑞
穂
Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ

車
道
瑞
穂
Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間

東
地
区
構
造
物
基
礎
調
査

東
地
区
構
造
物
基
礎
調
査
」

要
求
資
格
＝
地
質
・
土

　
要
求
資
格
＝
地
質
・
土
質

調
査
の
認
定
を
受
け
て
い

調
査
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者
―
な

者
―
な
ど

西
日
本
高
速
道
路
中
国

　
西
日
本
高
速
道
路
中
国
支

社
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な

社
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な
る

公
募
型
競
争
入
札
で
「
令

公
募
型
競
争
入
札
で
「
令
和

４
年
度
浜
田
自
動
車
道
瑞

年
度
浜
田
自
動
車
道
瑞
穂

Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間
東
地
区

Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間
東
地
区
構

造
物
基
礎
調
査
」「
同
中
地

造
物
基
礎
調
査
」「
同
中
地
区

構
造
物
基
礎
調
査
」
を
公

構
造
物
基
礎
調
査
」
を
公
告

し
た
。

し
た
。
２
業
務
は
一
括
で

業
務
は
一
括
で
申

請
・
審
査
を
実
施
。
複
数
の

請
・
審
査
を
実
施
。
複
数
の
業

務
に
参
加
を
希
望
す
る
場

務
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
各
業
務
の
入
札
説
明

は
、
各
業
務
の
入
札
説
明
書

を
確
認
す
る
こ
と
。
参
加

を
確
認
す
る
こ
と
。
参
加
表

明
書
明
書
は
　
日
ま
で
受
け
付

日
ま
で
受
け
付
け

1919

た
。大

規
模
盛
土
造
成
地
簡

　
大
規
模
盛
土
造
成
地
簡
易

地
盤
調
査
事
業
に
は
、
委

地
盤
調
査
事
業
に
は
、
委
託

料
１
６
０

１
６
０
万
円
を
計
上
し

万
円
を
計
上
し
、

全
額
を
来
年
度
に
繰
り

全
額
を
来
年
度
に
繰
り
越

す
。

の
定
例
市
議
会
に
提
案

の
定
例
市
議
会
に
提
案
し

浅
口
市
は
、

　
浅
口
市
は
、
２
０
２
２

２
０
２
２
年

度
一
般
会
計
に

度
一
般
会
計
に
３
億
３
２
３
２
６

８
万
円
を
追
加
す
る
補
正

万
円
を
追
加
す
る
補
正
予

算
案
を
ま
と
め
、

算
案
を
ま
と
め
、
６
日
開
日
開
会

一
般
会
計
㮇
億
円
追
加

3.33.3

浅
口
市
・
　
月
補
正
案

12

主
な
歳
出
は
次
の
通
り

　
主
な
歳
出
は
次
の
通
り
。

（
単
（
単
位
1
0
0

1
0
0
0
円
）
円
）

【
衛
生
費
】
斎
場
営
繕
工

　
【
衛
生
費
】
斎
場
営
繕
工
事

４
、
１
２
１
２
５

【
農
林
水
産
業
費
】
電
気

　
【
農
林
水
産
業
費
】
電
気
柵

ソ
ー
ラ
ー
化
支
援
補
助

ソ
ー
ラ
ー
化
支
援
補
助
１

０
、
０
０
０
０
０

【
商
工
費
】
省
エ
ネ
設
備

　
【
商
工
費
】
省
エ
ネ
設
備
導

入
等
企
業
生
産
性
向
上
支

入
等
企
業
生
産
性
向
上
支
援

補
助
補
助
２
０
２
０
、
０
０
０

０
０
０
▽
道
▽
道
の

駅
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
改
修

駅
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
２
、
３
１
３
１
０

【
土
木
費
】
住
環
境
整
備

　
【
土
木
費
】
住
環
境
整
備
解

体
工
事

体
工
事
３
、
０
０
０

０
０
０
▽
市
▽
市
営

住
宅
施
設
修
繕

住
宅
施
設
修
繕
１
、
１
０
１
０
０

【
教
育
費
】
小
学
校
特
別

　
【
教
育
費
】
小
学
校
特
別
教

室
等
空
調
設
備
整
備
工
事

室
等
空
調
設
備
整
備
工
事
１

０
３
０
３
、
６
２
１

６
２
１
▽
中
学
校

▽
中
学
校
特

別
教
室
等
空
調
設
備
整
備

別
教
室
等
空
調
設
備
整
備
工

事
７
０
７
０
、
５
３
５
３
２

【
災
害
復
旧
費
】
農
林
水

　
【
災
害
復
旧
費
】
農
林
水
産

施
設
発
生
工
事
（
現
年
）

施
設
発
生
工
事
（
現
年
）
１

０
、
０
０
０

０
０
０
▽
同
（
過
年

▽
同
（
過
年
）

２
６
２
６
、
０
０
０
０
０

　
＝
企
業
会
計

＝
企
業
会
計
＝

【
下
水
道
事
業
】
高
木
・

　
【
下
水
道
事
業
】
高
木
・
角

田
ポ
ン
プ
場
耐
水
化
診
断

田
ポ
ン
プ
場
耐
水
化
診
断
委

託
２
４
２
４
、
０
０
０
０
０

め
、
来
年
夏
の
設
置
を
目

め
、
来
年
夏
の
設
置
を
目
指

し
、
工
事
を
前
倒
し
で
実

し
、
工
事
を
前
倒
し
で
実
施

す
る
。
小
学
校
（
栗
生

す
る
。
小
学
校
（
栗
生
７
教

室
、
旭

室
、
旭
８
教
室
、
南

教
室
、
南
５
教
室
教
室
、

上
下
南

上
下
南
５
教
室
）
に

教
室
）
に
１
億
円

余
り
、
中
学
校
（
第
一

余
り
、
中
学
校
（
第
一
５
教

室
、
上
下

室
、
上
下
５
教
室
、
明
郷

教
室
、
明
郷
学

園
３
教
室
、
府
中
学
園

教
室
、
府
中
学
園
４
教

室
）
で

室
）
で
７
０
０
０

７
０
０
０
万
円
余

万
円
余
り

を
そ
れ
ぞ
れ
充
て
、
設
計

を
そ
れ
ぞ
れ
充
て
、
設
計
に

つ
い
て
は
佐
藤
設
計
が
業

つ
い
て
は
佐
藤
設
計
が
業
務

を
受
託
し
て
い
る

を
受
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
会
計
の
下

　
ま
た
、
企
業
会
計
の
下
水

道
事
業
に
は
高
木
ポ
ン
プ

道
事
業
に
は
高
木
ポ
ン
プ
場

と
角
田
ポ
ン
プ
場
の
耐
水

と
角
田
ポ
ン
プ
場
の
耐
水
化

診
断
と
し
て
委
託
料

診
断
と
し
て
委
託
料
２
４
２
４
０

０
万
円
を
予
算
化
。
国
の

万
円
を
予
算
化
。
国
の
補

正
予
算
を
活
用
し
、
前
倒

正
予
算
を
活
用
し
、
前
倒
し

で
実
施
す
る
と
と
も
に
、

で
実
施
す
る
と
と
も
に
、　
2323

年
度
債
務
負
担
に
は
府
中

年
度
債
務
負
担
に
は
府
中
１

号
汚
水
幹
線
工
事
に
限
度

号
汚
水
幹
線
工
事
に
限
度
額

８
０
０
０

８
０
０
０
万
円
を
追
加
で

万
円
を
追
加
で
設

定
す
る

定
す
る
。

補
正
後
の
一
般
会
計
総

　
補
正
後
の
一
般
会
計
総
額

は
、
は
、
２
３
６

２
３
６
億
４
７
０
３

４
７
０
３
万

円
に
な
る
見
通
し
。
定
例

円
に
な
る
見
通
し
。
定
例
会

の
会
期
は
今
月

日
ま
で

の
会
期
は
今
月
　
日
ま
で
と

2020

な
っ
て
い
る

な
っ
て
い
る
。

府
中
市
は
、
一
般
会
計

　
府
中
市
は
、
一
般
会
計
に

４
億
４
３
７
８

４
３
７
８
万
円
を
追

万
円
を
追
加

す
る
す
る
２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
補
正

年
度
補
正
予

算
案
を
ま
と
め
、

算
案
を
ま
と
め
、５
日
開
会

日
開
会
の

定
例
市
議
会
に
提
案
し
た

定
例
市
議
会
に
提
案
し
た
。

小
・
中
学
校

教
室
が

　
小
・
中
学
校
　
教
室
が
対

4242

象
と
な
る
特
別
教
室
等
空

象
と
な
る
特
別
教
室
等
空
調

設
備
整
備
事
業
に
は
、
工

設
備
整
備
事
業
に
は
、
工
事

費
と
し
て

費
と
し
て
１
億
７
４
１
５

７
４
１
５
万

円
を
計
上
。
熱
中
症
対
策

円
を
計
上
。
熱
中
症
対
策
な

ど
へ
の
対
策
を
講
じ
る

ど
へ
の
対
策
を
講
じ
る
た

完
了
し
た
同
種
工
事
（
病
院

完
了
し
た
同
種
工
事
（
病
院
、

福
祉
施
設
、
共
施
設
の
建

福
祉
施
設
、
共
施
設
の
建
築

工
事
）
の
元
請
施
工
実
績

工
事
）
の
元
請
施
工
実
績
が

あ
る
―
な

あ
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝

　
工
事
場
所
＝
同

工
事
概
要
＝
害
獣
対
策

　
工
事
概
要
＝
害
獣
対
策
の

た
め
敷
地
南
側
斜
面
に
フ

た
め
敷
地
南
側
斜
面
に
フ
ェ

ン
ス
を
新

ン
ス
を
新
設

工
期
＝

　
工
期
＝
同

「
同
園
宗
教
施
設
屋
根

　
「
同
園
宗
教
施
設
屋
根
修

繕
そ
の
他

繕
そ
の
他
」

参
加
資
格
＝
厚
生
労
働

　
参
加
資
格
＝
厚
生
労
働
省

中
国
地
域
の
「
建
築
一
式

中
国
地
域
の
「
建
築
一
式
」

　
「
同
園
害
獣
対
策

「
同
園
害
獣
対
策
」

参
加
資
格
＝
厚
生
労
働

　
参
加
資
格
＝
厚
生
労
働
省

中
国
地
域
の
「
建
築
一
式

中
国
地
域
の
「
建
築
一
式
」

が
Ｃ
、
Ｄ
等
級
で
、
岡
山

が
Ｃ
、
Ｄ
等
級
で
、
岡
山
県

内
に
本
店
、
支
店
ま
た
は

内
に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営

業
所
を
有
す
る
こ
と

業
所
を
有
す
る
こ
と
。　

年
0707

度
以
降
に
完
成
、
引
渡
し

度
以
降
に
完
成
、
引
渡
し
が

械
設
備
工
事
）
の
元
請
施

械
設
備
工
事
）
の
元
請
施
工

実
績
が
あ
る
―
な

実
績
が
あ
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
岡
山
県
瀬

　
工
事
場
所
＝
岡
山
県
瀬
戸

内
市
邑
久
町
虫
明

内
市
邑
久
町
虫
明
６
２
５

６
２
５
３

工
事
概
要
＝
受
水
槽
へ

　
工
事
概
要
＝
受
水
槽
へ
の

追
塩
装
置
新

追
塩
装
置
新
設

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2323

2727

国
立
療
養
所
邑
久
光
明

　
国
立
療
養
所
邑
久
光
明
園

は
８
日
、
一
般
競
争
入
札

日
、
一
般
競
争
入
札
で

「
邑
久
光
明
園
受
水
槽
改

「
邑
久
光
明
園
受
水
槽
改
修

工
事
」
な
ど

工
事
」
な
ど
３
件
を
公
告

件
を
公
告
し

た
。い

ず
れ
も
の
案
件
も
申

　
い
ず
れ
も
の
案
件
も
申
請

書
の
提
出

書
の
提
出
は
　

月
　

日
ま
日
ま

1212

2323

で
。
そ
の
後
、
来
年

で
。
そ
の
後
、
来
年
１
月
　1919

日
ま
で
入
札
書
を
受
け

日
ま
で
入
札
書
を
受
け
付

け
、
け
、
翌
　
日
に
開
札
し
て

日
に
開
札
し
て
そ

2020

れ
ぞ
れ
落
札
者
を
決
め
る

れ
ぞ
れ
落
札
者
を
決
め
る
。

手
続
き
担
当
は
、
同
園

　
手
続
き
担
当
は
、
同
園
庶

務
課
施
設
管
理
班
（
電
話

務
課
施
設
管
理
班
（
電
話
０

８
６
９

８
６
９
―
２
５
２
５
―
０
０
０
０
１

１
・
内
線

・
内
線
３
２
３
３

３
２
３
３
）
。

各
工
事
の
参
加
資
格
、

　
各
工
事
の
参
加
資
格
、
概

要
等
は
次
の
通
り

要
等
は
次
の
通
り
。

「
邑
久
光
明
園
受
水
槽

　
「
邑
久
光
明
園
受
水
槽
改

修
」参

加
資
格
＝
厚
生
労
働

　
参
加
資
格
＝
厚
生
労
働
省

中
国
地
域
の
「
管
」
が
Ｃ

中
国
地
域
の
「
管
」
が
Ｃ
、

Ｄ
等
級
で
、
岡
山
県
内
に

Ｄ
等
級
で
、
岡
山
県
内
に
本

店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所

店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所
を

有
す
る
こ
と
。

有
す
る
こ
と
。
２
０
０
７

２
０
０
７
年

度
以
降
に
完
成
、
引
渡
し

度
以
降
に
完
成
、
引
渡
し
が

完
了
し
た
同
種
工
事
（
病
院

完
了
し
た
同
種
工
事
（
病
院
、

福
祉
施
設
、
公
共
施
設
の

福
祉
施
設
、
公
共
施
設
の
機

邑久光明園

申
請
書
受
付
㮇
日
ま
で

23

受
水
槽
改
修
工
事
な
ど
3
件

が
Ｃ
、
Ｄ
等
級
で
、
岡
山

が
Ｃ
、
Ｄ
等
級
で
、
岡
山
県

内
に
本
店
、
支
店
ま
た
は

内
に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営

業
所
を
有
す
る
こ
と

業
所
を
有
す
る
こ
と
。　

年
0707

度
以
降
に
完
成
、
引
渡
し

度
以
降
に
完
成
、
引
渡
し
が

完
了
し
た
同
種
工
事
（
病
院

完
了
し
た
同
種
工
事
（
病
院
、

福
祉
施
設
、
共
施
設
の
建

福
祉
施
設
、
共
施
設
の
建
築

工
事
）
の
元
請
施
工
実
績

工
事
）
の
元
請
施
工
実
績
が

あ
る
―
な

あ
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝

　
工
事
場
所
＝
同

工
事
概
要
＝
台
風
に
よ

　
工
事
概
要
＝
台
風
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
宗
教
施
設

被
害
を
受
け
た
宗
教
施
設
の

屋
根
等
の
修

屋
根
等
の
修
繕

工
期
＝

　
工
期
＝
同

【
民
生
費
】
放
課
後
児

　
【
民
生
費
】
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
整
備
補
助

ク
ラ
ブ
整
備
補
助
１
０
１
０
、
３

４
２【

衛
生
費
】
住
宅
用
太

　
【
衛
生
費
】
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置

光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置
補

助
３
、
７
０
０

７
０
０
▽
岡
山
県

▽
岡
山
県
西

部
衛
生
施
設
組
合
負
担
（

部
衛
生
施
設
組
合
負
担
（
建

を
盛
り
込
み
、
全
額
を
来

を
盛
り
込
み
、
全
額
を
来
年

度
に
繰
り
越
す

度
に
繰
り
越
す
。

補
正
後
の
一
般
会
計
総

　
補
正
後
の
一
般
会
計
総
額

は
２
５
３

２
５
３
億
４
５
０
０

４
５
０
０
万
円

に
な
る
見
通
し
で
、
定
例

に
な
る
見
通
し
で
、
定
例
会

の
会
期
は
今
月

日
ま
で

の
会
期
は
今
月
　
日
ま
で
と

2020

な
っ
て
い
る

な
っ
て
い
る
。

主
な
歳
出
は
次
の
通
り

　
主
な
歳
出
は
次
の
通
り
。

（
単
（
単
位
1
0
0

1
0
0
0
円
）
円
）

【
総
務
費
】
ふ
る
さ
と

　
【
総
務
費
】
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
積
立

援
基
金
積
立
７
０
７
０
、
０
０
０
０
０

▽
地
区
集
会
所
等
施
設
整

▽
地
区
集
会
所
等
施
設
整
備

補
助
補
助
３
、
７
１
７
１
２

井
原
市
は
、

　
井
原
市
は
、
２
０
２
２

２
０
２
２
年

度
一
般
会
計
に

度
一
般
会
計
に
１
億
３
３
３
３
５

０
万
円
を
追
加
す
る
補
正

万
円
を
追
加
す
る
補
正
予

算
案
を
ま
と
め
、

算
案
を
ま
と
め
、
５
日
開
日
開
会

の
定
例
市
議
会
に
提
案

の
定
例
市
議
会
に
提
案
し

た
。特

別
会
計
の
美
星
地
区

　
特
別
会
計
の
美
星
地
区
畑

地
か
ん
が
い
給
水
事
業

地
か
ん
が
い
給
水
事
業
に

は
、
星
田
池
揚
水
機
場
の

は
、
星
田
池
揚
水
機
場
の
ポ

ン
プ
修
繕
に

ン
プ
修
繕
に
１
４
０
０

１
４
０
０
万
円

ポ
ン
プ
修
繕
に
㮇
万
円

114400001400

井
原
市
・
　
月
補
正
案

12

一
方
、
測
量
・
建
設
コ

　
一
方
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
の

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
の
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
も
同

請
手
続
き
に
つ
い
て
も
同
期

間
、
郵
送
で
受
け
付
け
る

間
、
郵
送
で
受
け
付
け
る
。

有
効
期
間
は
工
事
、
業
務

有
効
期
間
は
工
事
、
業
務
と

も
に
　
年
６
月
１
日
か
日
か
ら
　

2323

2424

年
５
月
　
日
ま
で

日
ま
で
。

3131

手
続
き
担
当
は
、
総
務

　
手
続
き
担
当
は
、
総
務
部

契
約
課
（
電
話

契
約
課
（
電
話
０
８
６

０
８
６
―
４

２
６
２
６
―
３
１
７
１

３
１
７
１
）
。

の
提
出
期
限

の
提
出
期
限
は
　
年
２
月
　

2323

2828

日
午
後

日
午
後
４
時
ま
で
。
書
類

時
ま
で
。
書
類
の

提
出
方
法
は
原
則
郵
送
で

提
出
方
法
は
原
則
郵
送
で
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

倉
敷
市
は
、

　
倉
敷
市
は
、
２
０
２
３

２
０
２
３
年

度
に
市
が
発
注
す
る
建
設

度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
の
入
札
参
加
資
格
審
査

事
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
手
続
き
を
来
年

請
手
続
き
を
来
年
１
月
　
日
1010

か
ら
開
始
す
る
。
必
要
書

か
ら
開
始
す
る
。
必
要
書
類

来
年
1
月
㮇
日
か
ら

10倉
敷
市
の
ḅ
年
度
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参
加
資
格
審
査
申

参
加
資
格
審
査
申
請請

の
皆
様
の
技
術
宣
伝
に
も

の
皆
様
の
技
術
宣
伝
に
も
大

い
に
活
用
し
て
も
ら
え

い
に
活
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
呼
び
か
け
た

ば
」
と
呼
び
か
け
た
。

講
演
の
中
で
十
河
会

　
講
演
の
中
で
十
河
会
長

は
、
現
在
の

は
、
現
在
の
５
年
点
検
の

年
点
検
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
打
音
検

心
と
な
っ
て
い
る
打
音
検
査

と
近
接
目
視
で
は
、
本
来

と
近
接
目
視
で
は
、
本
来
行

う
べ
き
予
防
保
全
で
は
な

う
べ
き
予
防
保
全
で
は
な
く

事
後
保
全
に
な
っ
て
い
る

事
後
保
全
に
な
っ
て
い
る
と

指
摘
。
中
性
化
深
さ
測
定

指
摘
。
中
性
化
深
さ
測
定
や

塩
化
物
イ
オ
ン
量
か
ら
腐

塩
化
物
イ
オ
ン
量
か
ら
腐
食

の
可
能
性
を
予
測
、
調
査

の
可
能
性
を
予
測
、
調
査
し

て
対
策
の
時
機
を
予
見
す

て
対
策
の
時
機
を
予
見
す
る

こ
と
で
、
予
防
保
全
へ
の

こ
と
で
、
予
防
保
全
へ
の
転

換
が
可
能
に
な
る
と
し
た

換
が
可
能
に
な
る
と
し
た
。

ま
た
、
後
半
で
は
岡
田

　
ま
た
、
後
半
で
は
岡
田
繁

之
副
会
長
（
橋
梁
調
査
会

之
副
会
長
（
橋
梁
調
査
会
）

が
「
国
土
交
通
省
と
の
意

が
「
国
土
交
通
省
と
の
意
見

交
換
会
に
つ
い
て
」
を
テ

交
換
会
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
今
年

マ
に
講
演
。
今
年
６
月
に
月
に
中

国
５
県
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

県
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会
と
合
同
で
実
施
し

断
士
会
と
合
同
で
実
施
し
た

中
国
地
方
整
備
局
と
の
意

中
国
地
方
整
備
局
と
の
意
見

交
換
に
お
け
る
要
望
事
項

交
換
に
お
け
る
要
望
事
項
と

そ
の
回
答
の
内
容
な
ど
に

そ
の
回
答
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た

い
て
説
明
し
た
。

が
、
今
回
の
よ
う
に
対
面

が
、
今
回
の
よ
う
に
対
面
方

式
で
や
れ
る
の
は
演
者
と

式
で
や
れ
る
の
は
演
者
と
し

て
も
や
り
や
す
い
。
感
染

て
も
や
り
や
す
い
。
感
染
予

防
対
策
に
気
を
配
り
な

防
対
策
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
し
っ
か
り
聞
い
て
帰

ら
、
し
っ
か
り
聞
い
て
帰
っ

て
ほ
し
い
」
と
し
、
定
例

て
ほ
し
い
」
と
し
、
定
例
会

の
場
に
つ
い
て
も
、
「
手

の
場
に
つ
い
て
も
、
「
手
持

ち
の
情
報
発
信
や
賛
助
会

ち
の
情
報
発
信
や
賛
助
会
員

約
　
人
の
会
員
・
賛
助
会

人
の
会
員
・
賛
助
会
員

4040
ら
が
熱
心
に
聴
講
し
た

ら
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

定
例
会
は
、
会
員
の
技

　
定
例
会
は
、
会
員
の
技
術

向
上
や
情
報
交
換
を
目
的

向
上
や
情
報
交
換
を
目
的
に

隔
月
、
参
加
無
料
で
開
い

隔
月
、
参
加
無
料
で
開
い
て

い
る
も
の
。
冒
頭
の
あ
い

い
る
も
の
。
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
十
河
会
長
は
、
「
感

つ
で
十
河
会
長
は
、
「
感
染

者
が
増
加
し
て
い
る
状
況

者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
だ

広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会
（
十
河
茂
幸
会
長

断
士
会
（
十
河
茂
幸
会
長
）

は
７
日
、
日
、
第
　
回
と
な
る

回
と
な
る
定

5151

例
会
を
広
島
市
中
区
で

例
会
を
広
島
市
中
区
で
開

催
。
十
河
会
長
（
近
未
来

催
。
十
河
会
長
（
近
未
来
コ

ン
ク
リ
ー
ト
研
究
会
）

ン
ク
リ
ー
ト
研
究
会
）
が

直
々
に
演
壇
に
立
ち
、
「

直
々
に
演
壇
に
立
ち
、
「
予

防
保
全
を
目
的
と
し
た
鉄

防
保
全
を
目
的
と
し
た
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
梁
の
点

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
梁
の
点
検

要
領
」
を
披
露
す
る
な
ど

要
領
」
を
披
露
す
る
な
ど
、

予防保全への点検要領など披露
第51回定例会開く

広島県コンクリート診断士会 要
求
資
格
＝

　
要
求
資
格
＝
同

業
務
箇
所
＝
浜
田
市
旭

　
業
務
箇
所
＝
浜
田
市
旭
町

都
川業

務
内
容
＝
浜
田
自
動

　
業
務
内
容
＝
浜
田
自
動
車

道
（
大
朝
Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間

道
（
大
朝
Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間
）

４
車
線
化
事
業
に
伴
う
瑞

車
線
化
事
業
に
伴
う
瑞
穂

Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間
中
地
区

Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間
中
地
区
の

橋
梁
部
な
ど
の
土
質
調

橋
梁
部
な
ど
の
土
質
調
査

履
行
期
間
＝

　
履
行
期
間
＝
４
５
０

４
５
０
日
間

開
札
日

　
開
札
日
＝
　
年
２
月
　
日

2323
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道
（
大
朝
Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間

道
（
大
朝
Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間
）

４
車
線
化
事
業
に
伴
う
瑞

車
線
化
事
業
に
伴
う
瑞
穂

Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間
東
地
区

Ｉ
Ｃ
～
旭
Ｉ
Ｃ
間
東
地
区
の

橋
梁
部
な
ど
の
土
質
調

橋
梁
部
な
ど
の
土
質
調
査

履
行
期
間
＝

　
履
行
期
間
＝
４
２
０

４
２
０
日
間

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
２
０
２
３

２
０
２
３
年
２

月
　
日
17「

同
中
地
区
構
造
物
基

　
「
同
中
地
区
構
造
物
基
礎

調
査
調
査
」

員
ら
が
豊
田
俊
郎
副
大
臣

員
ら
が
豊
田
俊
郎
副
大
臣
に

要
望
書
を
手
渡
し

要
望
書
を
手
渡
し
た
（
写
（
写

真
）
。

国
交
省
へ
の
重
点
要
望

　
国
交
省
へ
の
重
点
要
望
と

し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
の

し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
の
標

準
化
・
規
格
化
、
防
耐
火

準
化
・
規
格
化
、
防
耐
火
規

制
の
合
理
化
、
単
価
コ
ス

制
の
合
理
化
、
単
価
コ
ス
ト

を
抑
え
る
た
め
の
政
策
導

を
抑
え
る
た
め
の
政
策
導
入

な
ど
を
求
め
た
。
そ
の
ほ

な
ど
を
求
め
た
。
そ
の
ほ
か

要
望
に
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
関
連

要
望
に
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
関
連
予

算
の
算
の
２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
予
算

年
度
予
算
概

算
要
求
額
の
満
額
確
保
、

算
要
求
額
の
満
額
確
保
、
国

産
材
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
促
進
や

産
材
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
促
進
や
供

給
者
へ
の
支
援
体
制
の

給
者
へ
の
支
援
体
制
の
強

化
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
国
産

化
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
国
産
材

需
要
拡
大
に
よ
る
地
方
創

需
要
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生

や
国
土
強
靱
化
な
ど
も
盛

や
国
土
強
靱
化
な
ど
も
盛
り

込
ん
だ

込
ん
だ
。

要
望
後
、
取
材
に
応
じ

　
要
望
後
、
取
材
に
応
じ
た

石
破
衆
院
議
員
は
「
Ｃ
Ｌ

石
破
衆
院
議
員
は
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ

は
日
本
を
変
え
る
大
き
な

は
日
本
を
変
え
る
大
き
な
事

業
だ
」
と
述
べ
た
。
農
林

業
だ
」
と
述
べ
た
。
農
林
水

産
省
、
環
境
省
、
財
務
省

産
省
、
環
境
省
、
財
務
省
な

ど
に
も
要
望
し
た

ど
に
も
要
望
し
た
。

自
民
党
の
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で

　
自
民
党
の
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
地

方
創
生
を
実
現
す
る
議
員

方
創
生
を
実
現
す
る
議
員
連

盟
」
（
会
長
・
石
破
茂
衆

盟
」
（
会
長
・
石
破
茂
衆
院

議
員
）
は
、
国
土
交
通
省

議
員
）
は
、
国
土
交
通
省
に

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
材
）

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
材
）
関

連
予
算
の
確
保
や
さ
ら
な

連
予
算
の
確
保
や
さ
ら
な
る

活
用
促
進
の
取
り
組
み
な

活
用
促
進
の
取
り
組
み
な
ど

を
要
望
し
た
。
石
破
衆
院

を
要
望
し
た
。
石
破
衆
院
議

補
強
に
伴
う
実
施
設
計
を

補
強
に
伴
う
実
施
設
計
を
行

う
も
の
で
、
履
行
期
限
は

う
も
の
で
、
履
行
期
限
は
２

０
２
３

０
２
３
年
６
月
　
日
。
日
。

3030

技
術
提
案
の
課
題
と
し

　
技
術
提
案
の
課
題
と
し
て

は
、
▽
耐
震
補
強
方
法
の

は
、
▽
耐
震
補
強
方
法
の
選

定
▽
コ
ス
ト
縮
減
、
工
期

定
▽
コ
ス
ト
縮
減
、
工
期
短

縮
の
方
策
―
の

縮
の
方
策
―
の
２
項
目
を

項
目
を
求

め
る
め
る
。

担
当
は
施
設
企
画
グ
ル

　
担
当
は
施
設
企
画
グ
ル
ー

プ
施
設
経
理
担
当
（
電
話

プ
施
設
経
理
担
当
（
電
話
０

８
２
８
２
―
４
２
４

４
２
４
―
６
１
６
１
０

７
）
。

（
単
（
単
位
1
0
0

1
0
0
0
円
）
円
）

【
衛
生
費
】
西
部
衛
生

　
【
衛
生
費
】
西
部
衛
生
施

設
組
合
負
担

設
組
合
負
担
８
４
８
４
、
６
６
６
６
５

【
農
林
水
産
業
費
】
寄

　
【
農
林
水
産
業
費
】
寄
島

漁
港
整
備
負
担

漁
港
整
備
負
担
２
、
５
５
５
５
０

▽
水
産
物
供
給
基
盤
機
能

▽
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
負
担

全
負
担
１
０
１
０
、
５
０
５
０
０

【
土
木
費
】
大
規
模
盛

　
【
土
木
費
】
大
規
模
盛
土

造
成
地
簡
易
地
盤
調
査
委

造
成
地
簡
易
地
盤
調
査
委
託

１
、
６
０
０

６
０
０
▽
公
営
住
宅

▽
公
営
住
宅
修

繕
５
、
３
７
３
７
４

　
＝
特
別
会
計

＝
特
別
会
計
＝

【
畑
地
か
ん
が
い
給
水

　
【
畑
地
か
ん
が
い
給
水
事

業
】
施
設
修
繕

業
】
施
設
修
繕
１
６
１
６
、
１
６

４　
＝
企
業
会
計

＝
企
業
会
計
＝

【
下
水
道
事
業
】
処
理

　
【
下
水
道
事
業
】
処
理
場

修
繕
修
繕
２
、
５
０
５
０
０

補
正
後
の
一
般
会
計
総

　
補
正
後
の
一
般
会
計
総
額

は
、
前
年
度
同
期
比

は
、
前
年
度
同
期
比
３
・
３

％
減
の

％
減
の
１
５
８

１
５
８
億
７
０
３

７
０
３
４

万
円
に
な
る
見
通
し
。
定

万
円
に
な
る
見
通
し
。
定
例

会
の
会
期
は
今
月

日
ま

会
の
会
期
は
今
月
　
日
ま
で

2222

と
な
っ
て
い
る

と
な
っ
て
い
る
。

主
な
歳
出
は
次
の
通
り

　
主
な
歳
出
は
次
の
通
り
。

設
費
割
）

設
費
割
）
４
４
４
４
、
５
３
５
３
９

　
＝
特
別
会
計

＝
特
別
会
計
＝

【
美
星
地
区
畑
地
か
ん

　
【
美
星
地
区
畑
地
か
ん
が

い
給
水
事
業
】
星
田
池
揚

い
給
水
事
業
】
星
田
池
揚
水

機
場
ポ
ン
プ
修
繕

機
場
ポ
ン
プ
修
繕
１
４
１
４
、
０

０
０

た
製
造
業
は

た
製
造
業
は
、　

・
３
％
減
％
減

3030

の
１
２
６
９

１
２
６
９
億
円
と
な
り

億
円
と
な
り
一

服
し
た
。
非
製
造
業
は

服
し
た
。
非
製
造
業
は
、

　
・
７
％
増
の

％
増
の
６
７
６
５

６
７
６
５
億

2525円
と
前
月
の
マ
イ
ナ
ス
か

円
と
前
月
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら

プ
ラ
ス
に
転
じ
た

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

さ
ら
に
業
種
別
を
み

　
さ
ら
に
業
種
別
を
み
る

と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の

不
動
産
業
は

不
動
産
業
は
、　

・
２
％
増
％
増

2626

の
２
２
５
１

２
２
５
１
億
円
と
な

億
円
と
な
っ

た
。
た
。
３
０
０

３
０
０
億
円
超
の
オ

億
円
超
の
オ
フ

ィ
ス
や

ィ
ス
や
１
５
０

１
５
０
億
円
超
の

億
円
超
の
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ッ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
型

受
注
が
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ

受
注
が
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス

業
は
　
・
０
％
減
の

％
減
の
１
５
１
５
３

1616

２
億
円
と
減
少
し
た
も

億
円
と
減
少
し
た
も
の

の
、
額
と
し
て
は
低
く

の
、
額
と
し
て
は
低
く
な

い
。
い
。
３
０
０

３
０
０
億
円
超
の
ス

億
円
超
の
ス
タ

ジ
ア
ム
や

ジ
ア
ム
や
１
５
０

１
５
０
億
円
規

億
円
規
模

の
遊
園
地
、

の
遊
園
地
、
１
０
０

１
０
０
億
円
億
円
超

の
研
究
施
設
な
ど
が
あ
っ

の
研
究
施
設
な
ど
が
あ
っ
た

増
の
増
の
１
兆
９
７
５

９
７
５
億
円
と

億
円
と
、

過
去
　
年
間
で
最
高
額
に

年
間
で
最
高
額
に
達

1010

し
た
し
た
。

　
４
―
　
月
の
累
計
は
、

月
の
累
計
は
、
前

1010

年
同
期

年
同
期
比
　
・
３
％
増
の

％
増
の
８

2020

兆
６
９
５
８

６
９
５
８
億
円
と
な

億
円
と
な
っ

た
。
海
外
受
注
が
コ
ロ
ナ

た
。
海
外
受
注
が
コ
ロ
ナ
禍

前
の
水
準
に
回
復
し
た
こ

前
の
水
準
に
回
復
し
た
こ
と

も
手
伝
い
、
累
計
の
総
計

も
手
伝
い
、
累
計
の
総
計
額

も
過
も
過
去
　
年
間
で
最
高
と

年
間
で
最
高
と
な

1010

っ
て
い
る
。
国
内
の
民
間

っ
て
い
る
。
国
内
の
民
間
は

　
・
９
％
増
の

％
増
の
６
兆
１
１
１
１
１

1919１
億
円
、
官
公
庁
は

億
円
、
官
公
庁
は
１
・
０

％
増
の

％
増
の
１
兆
９
９
９
３

９
９
９
３
億

円
、
海
外
は

円
、
海
外
は
３
０
０

３
０
０
・
９
％

増
の
増
の
５
４
３
４

５
４
３
４
億
円
億
円
。

　
　
月
単
月
の
民
間
内
訳

月
単
月
の
民
間
内
訳
を

1010
見
る
と
、

見
る
と
、
２
０
２
２

２
０
２
２
年
１
月

以
降
、
単
月
ベ
ー
ス
で
前

以
降
、
単
月
ベ
ー
ス
で
前
年

を
上
回
る
数
値
が
続
い
て

を
上
回
る
数
値
が
続
い
て
き

と
な
っ
た
。
民
間
受
注
が

と
な
っ
た
。
民
間
受
注
が
引

き
続
き
高
水
準
で
推
移
し

き
続
き
高
水
準
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
官
公

い
る
こ
と
に
加
え
、
官
公
庁

受
注
も
平
年
並
み
に
回

受
注
も
平
年
並
み
に
回
復

し
、
国
内
受
注
は

し
、
国
内
受
注
は
９
・
７
％

日
本
建
設
業
連
合
会
が

　
日
本
建
設
業
連
合
会
が
発

表
し
た
受
注
調
査
結
果
に

表
し
た
受
注
調
査
結
果
に
よ

る
と
る
と
、　

月
単
月
の
受
注

月
単
月
の
受
注
総

1010

額
は
、
前
年
同
月

額
は
、
前
年
同
月
比
　
・
２

1313

％
増
の

％
増
の
１
兆
１
３
７
３

１
３
７
３
億
円

と
い
う

と
い
う
。

官
公
庁
の
内
訳
は
、

　
官
公
庁
の
内
訳
は
、
１
５

０
億
円
超
の
矯
正
施
設
や

億
円
超
の
矯
正
施
設
や
１

０
０
０
０
億
円
超
の
空
港
施
設

億
円
超
の
空
港
施
設
な

ど
が
あ
っ
た
国
が

ど
が
あ
っ
た
国
が
８
・
８
％

増
の
増
の
７
９
３

７
９
３
億
円
、

億
円
、
１
０
１
０
０

億
円
超
の
新
幹
線
高
架
橋

億
円
超
の
新
幹
線
高
架
橋
な

ど
が
あ
っ
た
独
立
行
政
法

ど
が
あ
っ
た
独
立
行
政
法
人

が
　
・
１
％
増
の

％
増
の
２
６
６

２
６
６
億

4242
円
、
大
型
案
件
の
あ
っ
た

円
、
大
型
案
件
の
あ
っ
た
都

道
府
県

道
府
県
が
　
・
４
％
増
の

％
増
の
７

4949

１
０
１
０
億
円
、
市
区
町
村

億
円
、
市
区
町
村
が

　
・
１
％
増
の

％
増
の
５
０
４

５
０
４
億
円

7373な
ど
。
政
府
関
連
企
業

な
ど
。
政
府
関
連
企
業
は

　
・
８
％
減
の

％
減
の
４
５
５

４
５
５
億
円

5151だ
っ
た

だ
っ
た
。

単
月
の
海
外
受
注
は
、

　
単
月
の
海
外
受
注
は
、
７

５
５
５
５
・
０
％
増
の

％
増
の
３
９
７

３
９
７
億

円
。
前
年
同
月
が
低
調
だ

円
。
前
年
同
月
が
低
調
だ
っ

た
た
め
、
高
い
伸
び
率
を

た
た
め
、
高
い
伸
び
率
を
示

し
た
し
た
。

空調設備整備に1.7億円
熱中症対策、前倒しで実施

府中市・12月補正案

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

建 災 防 呉

研修会で取り組み周知
「労災防止強調期間」スタート

　
　

西日本高速
Ｗ　Ｔ　Ｏ

参
加
表
明
㮇
日
ま
で

19

 

構
造
物
基
礎
調
査

瑞
穂
Ｉ
Ｃ

～
旭
Ｉ
Ｃ

　
　

過
去
㮇
年
で
国
内
最
高

10

日 建 連
10月受注

民
間
の
好
調
続
く

活
用
促
進
な
ど
を

国
交
省
に
要
望

自
民
党
Ｃ
Ｌ
Ｔ
議
連

（3） （第三種郵便物認可） 2022年（令和4年）12月9日（金曜日）

   

　　 一般競争入札 =7日公告　 　

【宇野港湾事務所事務所】

　諮水島港水島玉島地区航路（マイナス

1212ｍ）浚渫（そのｍ）浚渫（その3）（浚渫工：岡山県倉）（浚渫工：岡山県倉敷

市水島川崎通地先、土捨工：笠岡市鋼管市水島川崎通地先、土捨工：笠岡市鋼管町

企業用地内）＝①港湾等しゅんせつＢ。グ

ラブ式浚渫船による海上での浚渫あるい

は床掘において浚渫土量（純土量）は床掘において浚渫土量（純土量）1万弱

以上の施工実績-など②浚渫工、土捨工

各一式※詳細は入札説明書を参照するこ

と③2323年6月3030日④1212月1616日⑤2323年1

月1010日⑥2323年2月8日⑦総合評価（施工

能力評価型質型〈地域貢献等追加〉）、競型〈地域貢献等追加〉）、競争

参加資格確認資料と入札書を同時提出、

若手技術者登用促進型

　　 一般競争入札 =8日公告　 　

【岡山国道事務所事務所】

　諮令和4年度岡山環状南道路東畦地区

第1414改良（岡山県岡山市南区東畦地内）改良（岡山県岡山市南区東畦地内）＝

①一般土木Ｃ。道路における補強土壁①一般土木Ｃ。道路における補強土壁工

もしくは土工事の施工実績-など②工事

延長Ｌ110110ｍ、道路改良、道路土工各一

式、路体盛土工式、路体盛土工21002100弱、擁壁工一式、帯、擁壁工一式、帯鋼

補強土壁工891891釈、構造物撤去工、仮設、構造物撤去工、仮設工

各一式③2323年6月1日～1111月3030日（余裕

期間：契約締結日の翌日から2323年5月31

日まで）④日まで）④1212月1212日～1919日⑤1212月2626日

⑥2323年1月2626日⑦総合評価（施工能力評

価型実型）、入札書と技術資料等提出書型）、入札書と技術資料等提出書を

同時提出、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用（受注者同時提出、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用（受注者希

望型）、ＩＣＴ活用（施工者希望望型）、ＩＣＴ活用（施工者希望実型）

【岡山河川事務所事務所】

　諮令和4年度吉井川干田川排水機場3

号原動機更新他（岡山県瀬戸内市邑久町

福中地先）＝①機械設備。揚排水ポンプ福中地先）＝①機械設備。揚排水ポンプ設

備（水中モータポンプを除く）の施工実績

（新設・追加・増設・更新・改造・修繕の別を

問わない。ただし、塗装のみの工事は問わない。ただし、塗装のみの工事は除

く）-など②干田川排水機場：主原動機（など②干田川排水機場：主原動機（3

号）更新号）更新1基、系統機器設備更新、電気各基、系統機器設備更新、電気各一

式③全体工期2525年3月3131日（ただし、日（ただし、23

年3月3131日〈工事開始期限日〉までを工日〈工事開始期限日〉までを工期

の始期とすること）④の始期とすること）④1212月1212日～1919日⑤

2323年1月2525日⑥2323年2月1515日⑦総合評

価（施工能力評価型実型）、入札書と技型）、入札書と技術

資料等提出書を同時提出

　諮道路維持（あかはね団地子之浦線）

（安浦町三津口4丁目）＝①とび・土工・丁目）＝①とび・土工・コ

ンクリートＣ。市内業者②工事延長ンクリートＣ。市内業者②工事延長3333ｍ、

排水構造物工一式、構造物撤去工一式、排水構造物工一式、構造物撤去工一式、仮

設工一式③2323年3月1616日⑤1212月2020日～

2121日 ⑥1212月2222日 ⑦ 予 定 価 格219219万

10001000円

　諮農道維持補修（新小屋里道）（安浦農道維持補修（新小屋里道）（安浦町

赤向坂）＝①舗装ＢまたはＣ。市内業者赤向坂）＝①舗装ＢまたはＣ。市内業者②

工事延長84.784.7ｍ、土工一式、小型水路工ｍ、土工一式、小型水路工一

式、構造物撤去工一式、舗装工一式③23

年3月1616日⑤1212月2020日～2121日⑥1212月

2222日⑦予定価格266266万円

　諮フェンス設置（中新開アパート）（広フェンス設置（中新開アパート）（広中

新開1丁目）＝①とび・土工・コンクリート丁目）＝①とび・土工・コンクリートＢ

またはＣ。市内業者②工事延長またはＣ。市内業者②工事延長7979ｍ、敷ｍ、敷地

造成工一式、管理施設整備工一式、構造造成工一式、管理施設整備工一式、構造物

撤去工一式、仮設工一式③2323年3月3030日

⑤1212月2020日～2121日⑥1212月2222日⑦予定

価格485485万90009000円

　諮道路舗装整備（句碑警固屋線）（昭道路舗装整備（句碑警固屋線）（昭和

町）＝①舗装Ｂ。市内業者②工事延長町）＝①舗装Ｂ。市内業者②工事延長13130

ｍ、舗装工一式、区画線工一式、道路付ｍ、舗装工一式、区画線工一式、道路付属

施設工一式、仮設工一式③2323年3月3030日

⑤1212月2020日～2121日⑥1212月2222日⑦予定

価格16501650万70007000円

　諮急傾斜地崩壊対策（広白岳6丁目地

区）（広白岳区）（広白岳6丁目）＝①とび・土工・コン丁目）＝①とび・土工・コンク

リートＡまたはＢ。市内業者②工事延リートＡまたはＢ。市内業者②工事延長

32.532.5ｍ、砂防土工一式、法面工一式、擁ｍ、砂防土工一式、法面工一式、擁壁

工一式、山腹水路工一式、落石防護柵工工一式、山腹水路工一式、落石防護柵工一

式、構造物撤去工一式、付属物設置工一

式、仮設工一式③式、仮設工一式③2323年3月3131日（ただし日（ただし、

特記仕様書の通りとする）⑤特記仕様書の通りとする）⑤1212月2020日～

2121日⑥1212月2222日⑦予定価格38863886万円

　諮土砂流入対策（天応西墓園）（天応土砂流入対策（天応西墓園）（天応町

字下モ山）＝①土木一式Ｃ。市内業者②字下モ山）＝①土木一式Ｃ。市内業者②工

事延長24.324.3ｍ、床固工（コンクリート）一式ｍ、床固工（コンクリート）一式、

治山土工一式、流路工一式、仮設工一式治山土工一式、流路工一式、仮設工一式③

2323年3月3131日（ただし、特記仕様書の通日（ただし、特記仕様書の通り

とする）⑤とする）⑤1212月2020日～2121日⑥1212月2222日

⑦予定価格21652165万50005000円

 ・・・・ 　 ・・・・  ・・・・ 　8日公告

呉市契約課一般競争入札

「民間建築情報」は建築基準法第6章9393条2に基づき建築に係る紛 
争予防・違法建築物の未然防止を主たる目的としているものです。
施主に迷惑となる行為はお控えください。 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報 

～1111月2121日    倉倉 敷敷 市市

工期規模 （釈）用途建築地設計／施工住所施主

2323年1月
2020日

Ｗ造2階建延112.6112.61住宅新築同字徳重827-2827-26ヘルシーホーム／同倉敷市上東1022-1022-9森勇樹

2323年1月
2727日

Ｓ造2階建延482.1482.19長屋新築
八 王 子 町 字 金 貸
170-2170-2他

東建コーポレーション
／同

倉敷市沖32328岩﨑元紀

2323年2月7
日

Ｗ造平屋建131.5131.59住宅新築
日畑字瀬口263-263-2
他

住友林業／同
倉敷市酒津25262526-
10

片岡潔彦、他片岡潔彦、他1名

2323年7月
3131日

Ｗ造2階建延232.8232.85住宅新築
同町字東前田609609の
一部

Ｌ＆Ａデザイン／畑
本建築

倉敷市片岡町60609田中章雄、他田中章雄、他1名

2323年1月
1010日

Ｗ造2階建延144.9144.91住宅新築黒崎字鳩岡267-267-8ひのき住宅／同倉敷市中庄376-376-5神尾勝弘

2323年3月
2020日

Ｗ造2階建延160.2160.23
布地裁断作業
場付住宅新築

同4-3600-24-3600-2他詩音建築／同
倉敷市児島味野3-
4-34-31

真鍋有蔵

2323年2月1
日

Ｗ造2階建延100.8100.81住宅新築
同町早沖字四番川
1205-11205-11

フォームゼロ建築デザ
インラボ／ヤマト住インラボ／ヤマト住建

倉敷市茶屋町643643-
14

同前豊和

2323年1月1
日

Ｗ造2階建延104.5104.53住宅新築
田ノ上字西通995995-
1818他

フォームゼロ建築デザ
インラボ／ヤマト住インラボ／ヤマト住建

総社市西坂台22224小林基文

2323年2月
1010日

Ｗ造2階建延140.9140.91住宅新築
水江字往来南13941394-
26

ヘルシーホーム／同
岡 山 市 中 区 江 並
288-288-1

丸山竜生

2323年2月
2828日

Ｗ造2階建延110.8110.84住宅新築
西阿知町字三ツ畔
1007-51007-55

下津井電鉄／同
埼玉県新座市道場
1-12-11-12-11

窓妻祐介

2323年1月
1313日

Ｗ造2階建延105105.9898、
他1件

住宅新築
玉島勇崎字西新田
1058-1058-8

川瀬設計／直営倉敷市大島635-635-5
一建設㈱倉敷営業
所

2323年3月
3131日

Ｓ造2階建延29152915.7171事務所新築
西中新田字八反地
296-1296-1他

アトリエＳａｄｏ／アトリエＳａｄｏ／藤
木工務店

倉敷市堀南704-704-5大黒天物産㈱

2323年1月
3131日

Ｓ造平屋建27277
児童福祉施
設等新築

玉島八島字糸崎2-
870-5870-5他

ナウ建築設計／ツナ
シマ

倉 敷 市 玉 島 服 部
3788-3788-1

社会福祉法人三穂
の園

2323年2月
2020日

Ｗ造2階建延126.2126.28住宅新築同4-40-14-40-17創宅／同
倉 敷 市 東 塚2-92-9-
25-25-3

藤川翼

中 国 地 方 整 備 局

諮工事名（場所）＝①参加資格②工事名（場所）＝①参加資格②工

事概要③工期④申請書の提出⑤入

札書の提出⑥開札日⑦その他

入入札札公公告告


